
【堀金・穂高地区】 SDGsを考えた学習プログラム 
～活動家の熱のこもったお話を聞いて、作業に参加して、SDGsを考えよう～ 

 

国営アルプスあづみの公園「堀金・穂高地区」の里山文化ゾーンでは、SDGsな活動に取組む市民の皆さんを講師に、取組の 

紹介や里山での作業体験を提供しています。  

生徒の皆さんに SDGsを身近に感じ、学び行動していただけるヒントにしていただければ思います。 

 

 

ＳDGs目標 12  持続可能な消費と生産  

「里山の伝統文化・農業を伝える SDGs」 田畑の堆肥を作る！ 

一昔前の小規模な農作業の技術が、持続可能な農業として見直されています。 

落ち葉や稲ワラ等で有機栽培に必要な堆肥を作っています。 

自然に負荷を掛けない有機農法の大変さや農作物に対する感謝等を感じて 

いただけるプログラムです。 
 

■受入期間  11～12月中旬、3月中旬～4月下旬 

■定   員  40名程度/回（最低催行 15名） 

■費   用  お一人 1,000円 

■体験学習  ・座学「公園落ち葉堆肥プロジェクト」 

・堆肥ボックス作りの作業 

■学習時間  約３時間/回 

国営アルプスあづみの公園 



 ＳDGs目標 15  陸上資源  

「里山の野生生物の保全 SDGs」  シナノタンポポを守る！ 

在来種のシナノタンポポの群生地の保護活動を通して、外来種などの侵入により 

変化する里山の植生保全について考えていただくプログラムです。 
 

■受入期間  ４月中旬～6月中旬 

■定   員  40名程度/回（最低催行 15名） 

■費   用  お一人 1,000円 

■体験学習  ・座学「開発と在来種・外来種、タンポポの増え方」 

・外来種の除去作業 

■学習時間  約３時間/回 

 

「里山の野生生物の保全 SDGs」  オオルリシジミ(蝶)を守る！ 

日本に数少ない生息地の１か所が、当公園の里山文化ゾーンの保護区です。 

絶滅の危機にあるオオルリシジミの保全と生息地の拡大に取組むプログラムです。 
 

■受入期間  5月下旬～６月上旬 、10月上旬～中旬 

■定   員  40名程度/回（最低催行 15名） 

■費   用  お一人 1,000円 

■体験学習  ・オオルリシジミの保全活動紹介 

           ・座学「希少生物の保護について、オオルリシジミ」 

           ・保護区の手入れ作業  ・食草の植栽・増殖作業（10月のみ） 

■学習時間  約３時間/回                                                             国営アルプスあづみの公園 


